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Ｔ
Ｐ
Ｐ
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
審
議
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
秘
密
交
渉
の
責

任
者
・
口
利
き
の
甘
利
氏
は
大

臣
を
辞
職
し
、
国
会
に
一
切
出

て
き
ま
せ
ん
。
協
定
文
書
８
４

０
０
ペ
ー
ジ
中
６
０
０
０
ペ

ー
ジ
は
和
訳
す
ら
提
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
ど
う
や

っ
て
論
議
せ
よ
と
い
う
の
で

し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
の
有
力
候
補
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反

対
。
日
本
だ
け
が
前
の
め
り
で

論
議
、
批
准
す
る
い
わ
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
会
決
議
に
も
、

選
挙
公
約
に
も
反
す
る
暴
走

を
国
民
は
決
し
て
許
さ
な
い

で
し
ょ
う
。 

 

３
月
２
７
日
、
清
水
た
だ
し

衆
院
議
員
を
迎
え
、
田
野
町
、

香
南
市
赤
岡
町
で
演
説
会
。
田

野
は
過
去
最
高
の
１
０
５
名
、

さ
す
が
に
得
票
率
日
本
一
の

町
で
す
。
弁
天
座
で
は
、
芸

人
・
清
水
さ
ん
ら
し
く
バ
ナ
ナ

の
た
た
き
売
り
的
演
説
会
。
山

崎
市
議
は
「
弁
天
座
で
の
政
党

演
説
会
は
共
産
党
が
初
め
て
。

演
説
会
は
演
芸
大
会
の
半
分

の
使
用
料
。
今
日
は
ど
っ
ち
の

値
段
を
請
求
さ
れ
る
か
心
配

で
す
」
と
閉
会
あ
い
さ
つ
。
抱

腹
絶
倒
の
演
説
（
芸
）
会
で
、

安
倍
政
権
を
笑
い
倒
し
た
一

夜
と
な
り
ま
し
た
。 

 

人
間
裁
判
の
朝
日
茂
記
念

資
料
室
が
岡
山
市
に
こ
の
ほ

ど
オ
ー
プ
ン
、
早
速
視
察
へ
。

新
た
に
見
つ
か
っ
た
遺
書
に

は
「
命
の
限
り
力
一
杯
た
た
か

い
続
け
、
光
栄
あ
る
日
本
共
産

党
員
の
誇
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
憲
法
の
精
神
を
日
本

社
会
に
根
付
か
せ
よ
う
と
不

屈
に
た
た
か
っ
た
朝
日
さ
ん

の
党
員
魂
を
い
ま
受
け
継
ぐ

と
き
で
す
。 

 

３
月
２
６
日
、
上
関
原
発
を

つ
く
ら
せ
な
い
山
口
県
民
大

集
会
。
（
写
真
）
２
千
名
の
参

加
者
、
延
々
続
く
パ
レ
ー
ド
、

制
服
向
上
委
員
会
の
ラ
イ
ブ
、

福
島
か
ら
の
訴
え
、
す
べ
て
最

高
。
ま
も
な
く
野
党
市
民
統
一

候
補
も
発
表
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
「
首
相
の
お
膝
元
、
山
口

が
変
わ
れ
ば
日
本
が
変
わ
る
」

が
合
言
葉
。 

 

３
月
２
４
日
、
森
脇
久
紀
岡

山
県
議
と
対
談
し
た
京
橋
朝

市
実
行
委
員
長
の
大
島
さ
ん

は
、
野
党
共
闘
を
「
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
、
大
歓
迎
」
。
県
医

師
会
事
務
局
長
は
「
消
費
税
１

０
％
で
医
療
機
関
の
持
ち
出

し
が
莫
大
に
な
る
」
。
ど
こ
で

も
ア
ベ
暴
走
に
批
判
の
目
。 

３
月
２
７
日
、
町
内
会
総

会
。
目
下
の
悩
み
は
役
員
の
な

り
手
が
い
な
い
こ
と
で
す
。
南

海
地
震
は
確
実
に
近
づ
く
の

に
、
悲
し
い
か
な
み
ん
な
年
を

取
っ
て
い
き
ま
す
。
細
々
で
も

継
続
が
大
切
、
少
し
ず
つ
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
、
と
話
し
合

い
ま
し
た
。 

（２
０
１
６
年
４
月
３
日
付
） 

 

大
田
市
議
会
は
３
月
１

７
日
、
「
鳴
り
砂
」
の
浜
で

有
名
な
仁
万
町
馬
路
の
琴

ヶ
浜
に
サ
テ
ラ
イ
ト
ル
ー

ム
と
ト
イ
レ
の
設
置
、
民
生

児
童
委
員
の
手
当
増
額
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。
住
民
や
日

本
共
産
党
議
員
の
要
求
が

前
進
し
ま
し
た
。 

 

サ
テ
ラ
イ
ト
ル
ー
ム
と

ト
イ
レ
設
置
で
は
２
０
１

３
年
に
署
名
３
４
０
人
分

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
西
修
市
議
が
同
年
１
２

月
議
会
で
「
住
民
多
数
が
運

動
を
起
こ
し
、
実
現
を
要
望

し
て
い
る
」
と
設
置
を
要
求

し
た
の
に
対
し
、
竹
腰
創
一

市
長
は
「
検
討
す
る
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
の

手
当
増
額
で
は
、
福
田
佳
代

子
市
議
が
２
０
１
０
年
１

２
月
議
会
で
処
遇
改
善
を

求
め
て
い
ま
し
た
。 

る
有
効
性
の
高
い
施
策
を
追

加
し
て
い
く
が
、
新
た
な
財

政
負
担
を
伴
う
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。（「
ご
う
つ
民
報
」
よ
り
） 

 

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
１
日
、
松
江
市
で
「
消

費
税
増
税
ノ
ー
を
」
と
街
頭
宣

伝
し
ま
し
た
。 

税
の
穴
埋
め
だ
と
批
判
し
、

「
参
院
選
で
は
戦
争
法
廃
止

と
増
税
ノ
ー
の
願
い
は
日
本

共
産
党
に
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

 

大
国
陽
介
県
議
は
、
党
の

提
案
に
ふ
れ
、「
５
兆
円
も
の

軍
事
費
の
削
減
や
大
企
業
に

応
分
の
負
担
を
求
め
る
べ
き

で
す
。
将
来
、
社
会
保
障
充

実
な
ど
多
く
の
お
金
が
必
要

な
時
は
、
支
払
い
能
力
の
あ

る
人
に
負
担
を
求
め
る
と
い

う
本
来
の
税
制
の
在
り
方
を

提
案
し
て
い
ま
す
」
と
紹
介

し
ま
し
た
。 

 

尾
村
利
成
県
議
は
「
消
費
税

増
税
は
き
っ
ぱ
り
中
止
、
血
税

は
医
療
や
福
祉
に
最
優
先
で

日
本
共
産
党
中
部
地
区
委

員
会
は
２
日
、
出
雲
市
で
県
政

報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。 

大
国
陽
介
県
議
、
小
村
吉

一
、
井
原
優
の
両
市
議
が
議
会

報
告
し
ま
し
た
。 

大
国
県
議
は
、
国
民
健
康
保

険
の
保
険
料
滞
納
事
務
の
改
善
や

保
育
所
職
員
の
配
置
基
準
の
改

善
、
県
立
病
院
で
の
病
児
保
育
な

ど
の
質
問
戦
を
紹
介
。
党
県
議
団

の
論
戦
に
よ
っ
て
、
新
年
度
か
ら

第
１
子
・
２
子
の
保
育
料
軽
減
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
な

 

遠
藤
秀
和
党
県
政

策
委
員
長
は
「
消
費
税

を
増
税
し
な
が
ら
、
社

会
保
障
を
削
る
安
倍

政
権
の
政
治
を
変
え

よ
う
。
消
費
税
増
税
に

道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
厳
し
く
批
判
。
軽
減

税
率
を
導
入
し
て
も

８
％
か
ら
１
０
％
へ

の
増
税
で
、
１
世
帯
で

年
間
６
万
円
以
上
の

負
担
増
に
な
る
と
紹

介
し
ま
し
た
。 

 

吉
儀
敬
子
市
議
は
、

消
費
税
は
法
人
税
減

浜
田
市
議
会
は
３
月
１
６

日
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）
の
国
会
批
准
を
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
」
意
見

書
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
島
根
県
農
民
連
が
請

願
し
た
も
の
。 

意
見
書
は
、
重
要
農
産
品

５
品
目
す
べ
て
で
大
幅
に
譲

歩
し
た
な
ど
と
指
摘
。
「
合

意
」
は
通
過
点
に
過
ぎ
ず
、

全
農
産
物
の
関
税
撤
廃
が
迫

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
地
域

農
業
は
た
ち
い
か
な
い
と
述

べ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
西
村
健
市

議
が
賛
成
討
論
し
ま
し
た
。

採
決
で
は
１
２
人
が
賛
成
、

１
１
人
が
反
対
し
ま
し
た
。 

多
田
議
員
―
市
に
は
住

宅
の
耐
震
化
促
進
の
た
め

の
助
成
制
度
は
あ
る
が
、
８

年
間
で
２
・
３
７
％
し
か
耐

震
化
率
が
上
が
っ
て
い
な

い
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
を
創
設
し
て
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
と
合
わ
せ
て
耐

震
化
を
進
め
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
ど
う
か
。 

答
弁
―
２
０
１
５
年
度

ま
で
が
計
画
期
間
と
な
っ

て
い
る
「
市
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
の
「
第
２
期
計
画
」

を
２
０
１
６
年
度
に
策
定

し
、
耐
震
化
目
標
を
達
成
す

使
う
と
真
正
面
か
ら
主
張
す
る
日

本
共
産
党
を
大
き
く
し
て
ほ
し

い
」
と
参
院
選
で
の
党
躍
進
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

ど
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
が
図
ら

れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

井
原
市
議
は
、
介
護
職
員
不
足

の
問
題
や
就
学
援
助
制
度
の
拡
充

な
ど
で
一
般
質
問
に
立
っ
た
こ
と

を
報
告
。
小
村
市
議
は
、
使
用
料

の
値
上
げ
で
市
内
の
温
浴
施
設
の

利
用
者
が
激
減
し
、
値
上
げ
効
果

が
財
政
再
建
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
実
態
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

遠
藤
秀
和
党
県
政
策
委
員
長
が

「
戦
争
法
廃
止
と
立
憲
主
義
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
参
院
選
で
安
倍

政
権
に
厳
し
い
審
判
を
下
そ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 


